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1． 燃料室ガンマ線エリアモニタの記録 
 補足資料 1 にガンマ線エリアモニタの記録を示す。 
燃料室には図 1 に示すように 2 台の電離箱のガンマ線エリアモニタ（γF1 とγ

F2）が壁面に設置されている。厚さ 1/2inch のトリウムⅡの保管容器はγF1 のすぐ下

に設置されている。 
 本日のγF1 とγF2 の指示値の記録紙を写真 1－1、写真 1－2 に示す。100～106μ

Sv/h の対数スケールのため記録紙上での下限値は 1μSv/h である。本日は保有してい

る高濃縮ウラン燃料板とトリウム板はすべて燃料室に保管されており、記録紙に印字

されたディジタル数値から換算するとトリウム保管庫に近いγF1 は約 1.1μSv/h、γ

F2 は約 0.7μSv/h となっている。（常にγF1 のほうがγF2 に比べて高い値を示して

いる） 
 
 トリウム保管庫は鉛遮蔽体でできており、その内部にトリウム板を保管している。

この保管庫表面のガンマ線線量については補足資料 3 に示す。 
 
 

2． トリウム燃料が臨界にならない旨の説明資料 
 補足資料 2 にトリウムの増倍率の解析結果を示す。 
トリウム燃料は無限体積としても臨界となることはない。 

 
3． 燃料室の全景、トリウム燃料の専用容器の写真 

 補足資料 3 にトリウム保管庫の写真を示す。 
 現在、厚さの異なる 2 種類のトリウム板を 2 箇所で保管している。 
 

4． 直近の利用実績 
 補足資料 4 に新規制基準対応以降のトリウムの利用実績の資料を示す。 
 2017 年 6 月に運転を再開して以降は 2018 年 12 月と 2020 年 1 月の 2 回、トリウム

を含む炉心での実験を行っている。 
 

5． トリウム燃料の設工認 
 補足資料 5 にトリウム燃料の設工認（KUCA 増設設工認「その３」、昭和 48 年 4
月）を示す。 
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記録紙（データは打点式）は 6 デカードで 100μSv/h から 106μSv/h の範囲を示す。 

γF1 は Ch.5、γF2 は Ch.6 で、ここでの表示のディジタル値（赤枠）は Ch.5 が 0.04ｍ
V（1.1μSv/h）、Ch.6 が-0.22ｍV（0.7μSv/h）となる。 
（記録紙[mV]と線量率[μSv/h]の換算は、[μSv/h]＝10^(6/10×[mV]) ）。 

101μSv/h 100μSv/h 102μSv/h 103μSv/h 104μSv/h 105μSv/h 106μSv/h 

写真 1－1 燃料室ガンマ線エリアモニタ記録紙（1） 

補足資料 1  

γF2 

γF1 
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写真 1－2 燃料室ガンマ線エリアモニタ記録紙（1 日分） 
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ThⅠ保管庫 

ThⅡ保管庫 

図 1 炉室内放射線モニタ配置図 
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トリウムの臨界計算 
 
 
 トリウムの増倍率について考える。 
 
① 減速材無し 

モンテカルロ計算コード MCNP によりトリウム（金属）単体の無限増倍率を計算し

た。 
無限増倍率は 0.06304±0.0005 となり、1 より十分に小さな値であるので無限体積と

しても未臨界となることを確認した。 
 

② 減速材あり（熱領域での増倍） 
Th-232 の熱エネルギー領域で断面積等は以下の通りである。（0.0253eV での値） 

σfission：53.71μbarn  （核分裂断面積） 
σcapture：7.338 barn  （捕獲断面積） 
νp：1.851 νd：4.9e-2 （1 核分裂での中性子発生数） 

出典：JENDL-4.0 
https://wwwndc.jaea.go.jp/cgi-bin/Tab80WWW.cgi?lib=J40&iso=Th232 

  
    増倍率 ＝（νp+νd）×σfission／σcapture＝1.39×10-5 
 
熱領域の増倍率は 1 より十分に小さな値であるので無限体積としても未臨界となること

を確認した。 
 

（以上） 
 

  

補足資料 2 
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         写真 3－1 トリウム保管庫（1/8inch 厚さ ThⅠ用） 
         （幅：約 70cm、奥行き：約 40cm、高さ：約 50cm） 
保管庫は鉛遮蔽体でできており、その内部にトリウム板を入れるための角柱の容器

が入っている。保有する全て ThⅠを入れた状態で保管庫の表面線量は約 5～6μSv/h
である。 

 

 

         写真 3－2 トリウム保管庫（1/2inch 厚さ ThⅡ用） 
         （幅：約 50cm、奥行き：約 65cm、高さ：約 50cm） 
保管庫は鉛遮蔽体の周囲にカバー用のアルミ製のボックスを被せた構造になってお

り、鉛遮蔽体の内部にトリウム板を入れるための角柱の容器が入っている。保有する

全て ThⅡを入れた状態で保管庫の表面線量は約 5～14μSv/h である。 

補足資料 3 



　補足資料４　 





 







　補足資料５　 



注：要素数の数字については、別の修正表で約5250、約1000、約500と修正され
ている 


